
中学校や高校に入学すると、制服をはじめ、いろいろなものを一から揃えなければいけない。

せっかく購入しても数回しか使わない物も、まだ使えるものを処分するのは勿体ない！

サスティる「 」
学校にある図書館のような形で "貸し出し館 "を造り、生徒・先生が気軽に利用できる場を！！



クラスのみんなに聞いてみた！

そこで

Q1.柔道着や彫刻刀、各学科で数回しか使わなかった道具はその後どうしているか。

Q2. 数回しか使わない道具を購入するのはもったいないと思うか。

Q3. 今後、使用回数の少ないものを学校でレンタル出来るようになったら利用してみたいと思うか。

親族におさがりで渡す
処分はしていないが放置

思うが抵抗がある
思う

…６％
…94％

思う
思わない

…97％
…３％

…73％
…27％ 「抵抗がある」と答えた人は、(衣類に関して )

同性、かつ洗濯・除菌を徹底した状態であれば使用可能

サスティるわたしたちは 提案します！

みんな困ってますねぇ…



「サスティる」の仕組み

リユースセンターを設立
学校内に

入学時に "リユースカード "を生徒一人一人に発行。
利用したいものがある時はカードを使い、借りる。

壊してしまった、使えなくなってしまった場合は、限度にもよるが、全く使えない場合は弁償、
もしくは自分が持っているもので替えがきくもののみ交換。その分使う側にものを大切に使う意識を持ってもらう。

道具類は年間で壊れた数量分、衣類などの身につけるものは5年ごとに買い替える。
買い換える際にまだ使えるようなものは、再利用に役立てる。

※身につける衣類、柔道着など他人が使ったものについては借りたらその都度洗って持ってくる。(柔軟剤不可)

借りられるもの
柔道着・彫刻刀・書道セット・絵の具・エプロン・辞書・資料集
学科で買った製図道具や受けることのなかった検定の本など

運営側



「サスティる」によって、世の中がこんなに明るくなります！

「サスティる」の効果

忘れ物という概念がなくなるため、いつでも平等に授業に取り組める

全国の学校で取り組むことにより、製造に係る使用原料の削減につながる

みんなと同じものが使えるので、いじめ撲滅への第一歩につながる

教材の新旧が揃えられるため学びに偏りが生じない

お金をあまりかけずに、ものを揃えることができるようになる

入学時にかかる金額を抑えることができ、学生の貧困問題解決につながる

「サスティる」を
未来へ！

本校では廃棄予定のシートベルトとエアバッグを用いて、鞄を製作しました。
「サスティる」では、使用期間が過ぎたものを廃棄せず、

新たな製品として活用していく取り組みをおこない、リサイクルの輪を広げていきたいと考えています。
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